
令和５年度 学校便り１２月号

あ さ ひ 子

令和５年12月21日発行 鹿児島市立田上小学校

親（大人）としての本当の「優しさ」とは？

～「授人以魚 不如授人以漁」～

校長 川畑 昭二

令和５年（2023年）も，残すところわずかと

なりました。２学期は，教育実習生の受け入れ

をはじめ，秋季運動会や修学旅行，集団宿泊学

習，一日遠足，音楽発表会，持久走大会など，

多くの行事がありました。子供たちは，これら

の行事を通して，大きく成長することができた

と思います。保護者や地域の皆様方におかれま

しては，多大なご協力をいただき，誠にありが

とうございました。

さて，副題「授人以魚 不如授人以漁」は，

老子（中国春秋時代の哲学者）の格言です。「人

に魚を授けるよりも，人に漁（魚の釣り方）を

教える方がよい。」という意味で，「人に魚を与

えれば一日で食べてしまうけれど，人に魚の釣

り方を教えれば一生食べていける。」という考え

方です。この格言は，家庭教育の在り方や子供

との接し方に示唆を与えてくれているような気

がします。

◯ 乳児のときは，肌身離さず。

◯ 幼児のときは，肌を離して手を離さず。

◯ 少年のときは，手を離して目を離さず。

◯ 青年のときは，目を離して心を離さず。

これは，「子育て四訓」と言われているもので

す。小学生は，少年期になります。子供が困っ

ているとき，あるいは子供が何かほしがってい

るとき，親（大人）はどのように対処すればよ

いのでしょうか。子供は，将来自分の力で生き

ていかなければなりません。その力を小学生の

頃から少しずつ身に付けさせておくことが，親

（大人）としての本当の優しさであり，責任で

あると思います。

これからの社会は，どのように変化するのか

予測が困難です。このような社会を生きていく

子供たちに，今，何を教えるべきか，何を与え

るべきか，保護者・教師・地域の大人たちが真

剣に考え，一人一人の子供に確かな「生きる力」

を身に付けてあげることが我々大人の責務だと

思います。

今後も，学校・家庭・地域が連携を図りなが

ら子供たちを見守り，育てていきましょう。来

年も，よろしくお願いします。

12月７日（木）は，晴天の下，校内持久走大会

を開催しました。１，２年生の部を皮切りに，子

供たちはそれぞれの目標に向けて元気よく走って

いました。

これまで体育の

時間だけでなく，

朝のにこにこ運動

の時間にたくさん

の子供たちが校庭

を一生懸命に走っ

ていました。長距

離走は苦手な子供たちも自分の精いっぱいの力を

出し切り，達成感を味わったことと思います。保

護者の皆様のあたたかい声援，ありがとうござい

ました。

また，学校支援ボランティアの方々やＰＴＡ持

久走警備係の方々には，校外コースの誘導係とし

て，子供たちの安全を見守っていただきました。

心より感謝申し上げます。

第25回かわなべ青の俳句大会において，田上小

学校が学校賞を受賞しました。今回の大会では，

特選に３人，入選に６人が選ばれました。今回は，

特選の子供たちの句を紹介します。

【特選】

４年２組 増 青昊さん

「いなびかりぼくのシュートもまっしぐら」

５年１組 中園 千陽さん

「雨上がり水たまりには空と虹」

６年３組 小野 颯仁さん

「青空を入道雲が食べていく」

応援ありがとうございました

学校賞を受賞しました！



毎年恒例の「父親会冬のイベント」が，今年も

12月３日（日）に開催されました。今年のイベン

トでは，餅つき体験を行いました。子供用のきね

で１人数回ずつ程度でしたが，楽しく餅つきがで

きました。

また，炭火で焼いた餅やフランクフルトソーセ

ージ，焼き鳥の販売があり，参加者は食事用のテ

ント内で，椅子に座っておいしそうに食べていま

した。たくさんの子供たち，保護者に来ていただ

き，十分に楽しめていたようです。

前日と早朝からの準備，子供たちのために当日

の運営をしてくださった父親会のみなさん，あり

がとうございました。

冬休みが始まります！
今週で２学期も終わり，23日から冬休みが始まり

ます。それぞれのご家庭では「どうやって過ごさせ

ようかな･･･」と考えていらっしゃることと思いま

す。

冬休みの課題帳の中に「冬休みの生活のしおり」

が綴じられています。ぜひ子供たちと一緒にお読み

いただき，生活の決まりを確認していただければと

思います。

特に，帰宅時刻は午後５時となっています。今，

学校の校庭でも，５時ぎりぎりまで遊んでいる子

供たちの姿を見かけます。声掛けをお願いします。

また，全国的に見ると，小学生が交通事故に巻

き込まれる悲しい出来事

が後を絶ちません。十分

気を付けさせていただ

き，１月９日（火）には

元気に登校してくること

を，職員一同心待ちにし

ています。

父親会 冬のイベント

学校では様々な活動で学校支援ボランティアを

活用しています。今回は，２学期の活動で学校支

援ボランティアの方々にご協力いただいた内容を

紹介します。

○ 校内子供読書の日には昼休みに読み聞かせを

していただいています。

○ 11月１日～７日の学校参観週間では，朝のあ

いさつ運動と１～３年生の下校見守りをしてい

ただきました。

○ 持久走大会では，校外コースの誘導係として，

各ポイントに立っていただきました。

○ ３年生の書写の時間に習字の先生の方に来て

いただき，名前を書くための小筆の使い方を教

えていただきました。

子供たちは，地

域の方々とのふれ

あいもでき，とて

もよい経験となっ

ています。この場

を借りて，お礼を

申し上げます。今

後ともどうぞよろ

しくお願いします。 【朝のあいさつ運動】

１月の主な行事予定

１日(月)：元日
８日(月)：成人の日
９日(火)：３学期始業式

学級づくり週間(～13日)
学期始めの登校指導(～11日)

10日(水)：委員会活動
13日(土)：土曜授業
15日(月)：校内子供読書の日

鹿児島を丸ごと味わう学校給食
（～19日）

16日(火)：校内食育の日
鹿児島学習定着度調査（５年，～17日）

17日(水)：クラブ活動（３年生見学）
19日(金)：中学校体験入学・入学説明会

武中，西陵中
23日(火)：子どもといっしょに読書の日

避難訓練ショート週間(～26日)
委員会活動(説明会：４年生参加)

25日(木)：校納金引落日
29日(月)：子供相談期間(～2/10)

学校支援ボランティアの方々
いつもありがとうございます


